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この通信は、五郎沼の桜や周辺環境を守り
ながら、五郎沼の活用方法や今後のあり方
を地域の皆さんと考えるために発行します。
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今
年
も
き
れ
い
に
咲
い
た

今
年
は
例
年
よ
り
一
週
間
以
上

早
く
、
桜
の
満
開
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
満
開

は
前
後
の
雨
の
間
の
晴
天
の
19
日

（
日
）
だ
っ
た
こ
と
と
、
テ
レ
ビ

の
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
も

あ
っ
て
か
、
大
変
な
人
出
で
し
た
。

さ
て
、
紫
波
町
の
桜
の
名
所
の

城
山
で
は
、
今
年
も
「
ウ
ソ
」
に

桜
の
芽
を
食
べ
ら
れ
て
し
ま
っ
た

様
子
で
、
ま
っ
た
く
花
が
つ
か
な

か
っ
た
よ
う
で
し
た
。
そ
の
点
、

五
郎
沼
に
は
「
ウ
ソ
」
よ
り
大
き

な
白
鳥
が
桜
を
守
っ
て
く
れ
て
お

り
、
今
年
も
大
変
き
れ
い
な
桜
を

咲
か
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

五
郎
沼
の
桜

今
年
も
史
跡
五
郎
沼
愛
護
会
に
て
、
古

代
ハ
ス
池
へ
施
肥
と
古
い
ハ
ス
茎
の
除
外
、

桜
枝
の
焼
却
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

4月12日

五郎沼橋南側の桜トンネル 駐車場付近

スズメ目アトリ科ウソ属に分類され

る鳥類の一種。和名の由来は口笛を意

味する古語「うそ」から来ており、

ヒーホーと口笛のような鳴き声を発す

ることから名その細く、悲しげな調子

ウソとは？

（写真は箱清水地区の加藤氏撮影）

今
回
は
、
ハ
ス
池

の
周
り
に
水
も
れ
止

め
の
ア
ゼ
を
取
り
付

け
水
持
ち
を
良
く
し
、

ま
た
、
例
年
よ
り
早

そ
う
な
桜
の
開
花
に

備
え
、
ノ
ボ
リ
で
少

し
で
も
観
桜
客
の
お

迎
え
に
華
や
か
さ
が

で
る
よ
う
に
準
備
を

し
ま
し
た
。

を鳴き声は古くから愛され、付けられ

た。江戸時代には「弾琴鳥」や「うそ

ひめ」と呼ばれることもあった。

繁殖期は山地の針葉樹林に生息し、

非繁殖期には低地の林にも生息する。

非繁殖期は10羽ほどの小規模の群れを

形成する。

春に木の実や芽（時にはサクラ、ウ

メ、モモなどの花や蕾）等を食べ、繁

殖期に昆虫のガ

の幼虫やクモな

どを食べ、秋に

はズミやナナカ

マドの果実など

を食べる。

（ウィキペディア

より）



紫波町観光交流協会のはからいで、町内の数ある史跡の中で最
初に立てられた五郎沼付近の「標柱」４本です。是非、五郎沼
一周散歩のときでも確認してみてください。

24番
目桜

･･･････お知らせ･･･････

「五郎沼散策講座」
講師：三田地節子
発見！五郎沼の魅力。地元の宝、

五郎沼の植物を気軽に知る機会

日時：平成27年5月29日（金）
9:30～12:00

場所：赤石小学校（予定）
参加：無料（保健代100円）
･･････････････････････････････
地元の歴史入門講座

「はじめて触れる比爪館」
講師：羽柴直人
（県立博物館）
赤石に残る「比爪館」の歴史。

知りたいけどきっかけがなかった
という方大歓迎！

日時：平成27年7月25日（土）
10:30～12:00

場所：赤石小学校（予定）
参加：無料
･･････････････････････････････

「五郎沼の桜を守る会」総会

日時：平成27年5月21日（木）
18:30～

場所：箱清水公民館
※当日、平成27年度会費2千円を
お願いいたします。

昨年：左（西）側に傾いてました

26番
目桜

東側四号線沿い堤体に
「五郎沼」

薬師神社と五郎沼の中間点の「大荘厳寺跡」

五郎沼東入口付近の「伝説夜泣き石・供養塔」

五郎沼

五
郎
沼
の
西
側
堤

体
の
一
番
弱
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
桜
へ

昨
年
の
施
肥
（
土
壌

改
良
）
と
３
月
の
化

学
肥
料
の
追
肥
を

行
っ
て
桜
木
を
写
真

で
比
較
し
て
み
ま
し

た
。
（
見
づ
ら
い
と

思
い
ま
す
が･

･

）

24
番
目
桜
の
花
数

は
昨
年
よ
り
多
い
様

で
す
が
、
26
番
目
桜

西側堤体の桜へ施肥後の様子

は
逆
に
花
よ
り
、
葉

が
多
く
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
様
子
で

す
。施

肥
を
何
度
か
繰

り
返
す
、
ま
た
は
、

植
樹
す
る
等
と
関
心

を
持
っ
て
様
子
を
見

て
ゆ
く
こ
と
が
、
一

番
大
事
だ
と
思
い
ま

す
の
で
、
な
お
、
一

層
の
皆
様
の
ご
協
力

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

2014年
（平成26）
4月25日

2015年
（平成27）
4月19日

沼の南東部の小高い丘に「五郎沼経塚跡」

※大荘厳寺････比爪館の構成の一つの寺院。
江戸時代に盛岡に移転させられまで当地に所在続
けていたと考えられます。


